
Bloom! 医科歯科  No.113

２
０
１
０
年
8
月
4
日
か
ら
15
日
ま
で
、
私
と
佐
々
木
理
事（
企
画
・
国
際
交
流
担
当
）、

が
ん
研
究
に
取
り
組
む
臨
床
部
門
の
教
授
、江
石
、渡
辺
、杉
原
、河
野
先
生
、基
礎
研
究
部
門
の
教
授
、

湯
浅
、
稲
澤
先
生
他
と
と
も
に
、「
東
京
医
科
歯
科
大
学
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
共
同
研
究
拠
点

（
L
A
C
R
C
）」の
開
設
記
念
式
典
挙
行
の
た
め
チ
リ
国
を
訪
問
し
ま
し
た
。

今
回
は
、
開
所
記
念
式
典
に
併
せ
て
、
中
南
米
に
お
け
る
早
期
大
腸
が
ん
診
断
と
治
療
に
関
す
る

国
際
教
育
研
究
活
動
を
推
進
す
る
べ
く「
日
智
消
化
器
が
ん
共
同
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」を
開
催
し
ま
し
た
。

8
月
9
日
の
開
所
式
に
は
、
チ
リ
国
保
健
省
、
チ
リ
大
学
、
在
チ
リ
日
本
大
使
館
、
J
I
C
A
チ
リ
支
所
等
か
ら
多
数
の
来
賓
を
お
迎
え
し
、

さ
ら
に
は
、
1
9
8
0
年
か
ら
1
9
9
5
年
に
か
け
て
、
本
学
が
実
施
し
た
胃
が
ん
早
期
発
見
治
療
プ
ロ
グ
ラ
ム

（
J
I
C
A
の
支
援
事
業
）に
参
加
し
た
エ
ク
ア
ド
ル
、
ウ
ル
グ
ア
イ
か
ら
も
2
人
の
医
師
を
招
聘
し
、
盛
大
に
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

Ｌ
Ａ
Ｃ
Ｒ
Ｃ
で
は
、
Ｃ
Ｌ
Ｃ（
ラ
ス
コ
ン
デ
ス
病
院
）が
保
健
省
に
対
し
て
申
請
す
る
国
家
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト（
Ｆ
Ｏ
Ｎ
Ｄ
Ｅ
Ｆ
）に
沿
っ
て
、

期
待
さ
れ
る
臨
床
・
教
育
・
研
究
面
で
の
人
材
養
成
と
い
う
重
い
責
任
を
背
負
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

先
ず
は
、
本
学
は
、
Ｃ
Ｌ
Ｃ
、
サ
ン
ボ
ル
ハ
病
院
や
、
今
後
開
設
予
定
の
内
視
鏡
セ
ン
タ
ー
に
お
け
る
臨
床
指
導
を
行
う
予
定
で
、

既
に
２
０
１
０
年
4
月
以
降
、
内
視
鏡
部
門
・
病
理
部
門
の
医
師
ら
を
Ｌ
Ａ
Ｃ
Ｒ
Ｃ
に
派
遣
し
て
お
り
、
活
動
も
順
調
に
進
ん
で
お
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
サ
ン
テ
ィ
ア
ゴ
の
3
万
人
を
対
象
に
し
た
コ
ホ
ー
ト
研
究
を
行
い
ま
す
。

な
お
、
こ
の
10
月
か
ら
医
学
部
の
4
年
生
6
人
を
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
上
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
セ
メ
ス
タ
ー
期
間
を
利
用
し
て
、

5
カ
月
間
Ｌ
Ａ
Ｃ
Ｒ
Ｃ
に
短
期
留
学
さ
せ
て
お
り
ま
す
。
将
来
的
に
は
、
チ
リ
国
内
の
著
名
な
大
学
、

チ
リ
大
学
お
よ
び
ア
ウ
ス
ト
ラ
ル
大
学
と
の
交
換
留
学
を
想
定
し
、
協
議
を
進
め
て
お
り
ま
す
。

一
方
、
2
人
の
常
駐
研
究
者
を
派
遣
し
て
お
り
ま
す
ガ
ー
ナ
の
野
口
記
念
医
学
研
究
所（
野
口
研
）に
も
医
学
部
の
4
年
生
を
、

２
０
１
０
年
度
中
に
4
人
派
遣
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。
ま
た
、
11
月
23
日
に
は
、
タ
イ
に「
チ
ュ
ラ
ロ
ン
コ
ン
大
学
・

東
京
医
科
歯
科
大
学
研
究
教
育
協
力
セ
ン
タ
ー
」を
開
設
し
ま
し
た
。
開
所
記
念
式
典
に
は
、
在
タ
イ
日
本
大
使
館
・
日
本
商
工
会
・

日
本
人
会
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
タ
イ
支
所
等
か
ら
多
数
の
来
賓
を
お
迎
え
し
ま
し
た
。
こ
こ
に
も
学
生
派
遣
を
考
え
て
お
り
ま
す
。

こ
う
し
て
学
部
学
生
た
ち
が
、
在
学
中
に
常
駐
研
究
者
の
姿
を
目
の
当
た
り
に
し
つ
つ
、
国
際
貢
献
の
あ
り
様
、

連
携
研
究
の
楽
し
さ
、
現
地
で
の
人
材
育
成
の
喜
び
を
体
感
す
る
こ
と
は
、
き
っ
と
彼
ら
が
自
分
の
将
来
像
を
描
く
に
当
た
り

大
き
な
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
と
な
る
も
の
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
な
お
、
奨
励
金
と
し
て
50
万
円
を
限
度
に
支
援
し
て
お
り
ま
す
。

学
部
学
生
だ
け
で
な
く
、
大
学
院
生
に
対
し
て
も
、
彼
ら
の
研
究
業
績
を
顕
彰
し
、
海
外
研
修
の
機
会
を
与
え
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

対
象
と
な
る
大
学
院
生
に
は
、
渡
航
費
及
び
滞
在
費
等
と
し
て
奨
励
金
を
支
給
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

先
端
的
研
究
あ
る
い
は
高
度
医
療
の
研
修
を
目
指
す
海
外
派
遣
で
は
あ
り
ま
す
が
、

発
展
途
上
国
に
お
け
る
医
療
現
場
を
目
の
当
た
り
に
す
る
実
体
験
は
、
そ
う
し
た
地
域
に
お
け
る
研
究
・
医
療
上
の
国
際
貢
献
と
は
、

い
か
な
る
も
の
か
、
い
か
に
価
値
あ
る
も
の
か
、
感
得
す
る
上
で
極
め
て
貴
重
な
経
験
で
は
な
い
か
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

世
界
に
通
ず
る
、
否
、
世
界
を
リ
ー
ド
す
る
研
究
者
・
医
療
人
養
成
は
本
学
の
目
指
す
と
こ
ろ
で
あ
り
、

学
生
の
海
外
派
遣
を
は
じ
め
、
海
外
拠
点
の
整
備
・
拡
充
、
ア
ジ
ア
あ
る
い
は
世
界
か
ら
も
優
秀
な
留
学
生
を
呼
び
寄
せ
る

積
極
的
な
支
援
策
を
講
じ
た
い
、
否
、
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

東
京
医
科
歯
科
大
学
学
長

大
山
喬
史

国
際
感
覚
を
備
え
た
人
材
育
成
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ノースカロライナ大学デンタルリサーチセンター

3号館（左）とＭ&Dタワー（右）
の間から見上げると目に入る、
医科新棟壁面のシンボルマー
ク。未来に向かって力強く伸
びる東京医科歯科大学をイ
メージさせるキャンパス風景
です。 旧3号館は、現在取り
壊しが始まっており、御茶ノ
水方面から、Ｍ&Dタワーの全
貌を見ることができます。

今号の表紙

Ｍ&Dタワー26階のファカルティラウ
ンジからは、眼下に御茶ノ水駅周辺
のエリアが一望できます。ラウンジは、
学会、 シンポジウム、各種会議など
医歯学の交流の場として利用されて
います。




